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松梅地区体育祭へのご参加、応援ありがとうございました。 
10日（日）の松梅地区体育祭ではお世話になりました。来賓の方、地域住民の方に「いい体育祭だった。」

「元気をもらった。」「久しぶりに住民同士が会って話ができた。」と言ってもらいました。地域とともにある

学校として、まさに「学校がコミュニティの拠り所」、「地域の核」としての働きができたような気持ちです。

コロナ禍以前は、地域との合同開催だったそうですが、しばらくは学校独自の開催でした。久しぶりの合同

開催に伴い、職員の働き方改革（学校業務のスリム化）を進めることと熱中症予防のため、半日日程としま

したが、暑さ対策やご年配の方々の参加の在り方も含めて「半日でちょうどよい」という意見を多数もらい

ました。来年以降につなぎたいと思います。「一致団結～盛り上げろ！仲間とともに最高の夏～」児童生徒は、

まさに団結し、仲間と最高の夏を送ることができたと思います。皆様のご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松梅タイムズ 

学校教育目標 ふるさと松梅を担う心身共に調和のとれた子どもの育成 



 
 

敬老の日 おじいちゃん おばあちゃんに感謝 

 
18 日（月祝）は敬老の日です。なんと「敬老の日」という祝日は諸外国にはない日本固有の祝日だ

そうです。敬老の日が私たち日本国民の祝日となったのは、昭和 22 年に兵庫県の村長さんが提案し

た「年寄りの日」が起源だそうです。「老人を大切にし、老人の知恵を借りて、村づくりをしよう」と、

農作業がひと段落した９月中旬の１５日（当時）を「老人の日」に設定し、敬老会を開いたのをきっ

かけに、徐々に全国に広がったそうです。現在は国民の祝日に関する法律の下、「多年にわたり社会に

尽くしてきた老人を敬愛し、長寿を祝う」という目的で「敬老の日」として９月の第３月曜日に位置

付けられています。 

 私はすでに父方の祖父母も、母方の祖父母も亡くしています。特に父方の祖父は私が生まれる前に亡

くなったようで、遺影でしか見たことがありませんが、父からは厳しい人だったと聞かされていました。母方の祖父母にはよ

く遊んでもらったり、病気の時に看病をしてもらったりしたという記憶が残っています。父母が仕事で日々、母方の祖父母に

預けられていたので、本当にお世話になったのに、十分な感謝の気持ちも伝えられなかったという悔しいような寂しいような

気持ちが今もあります。 

 おじいちゃん、おばあちゃんと同居している児童生徒の皆さんは、日頃の感謝をぜひ、おじいちゃん、おばあちゃんに伝え

てほしいものです。遠くに住んでおられる場合は電話でも構いません。きっとおじいちゃん、おばあちゃんに「大きな元気」

をプレゼントできると思いますよ。 

 

山口知事の松梅校での埋没型センサーのシステム視察 
全国では毎年 1500件以上の土砂災害が発生しています。7月 10日の大雨でも、学校

は 2日間休校となり、松梅地区でも被害にあわれた方がおられると思います。以前から報

道がなされているように、佐賀大学農学部の宮本准教授と松梅地区のタイアップで、先行

実証実験として、標記のセンサーが小学校の敷地内に複数台設置されました。大雨時に少

しの土砂の変化もセンサが感知し、スマホのアプリに警報を伝えるシステムです。これに

より、早期の退避が可能になり、土砂災害で命を落とすなどの人的な被害の確率が下がる

と予想されています。12日（月）に松梅校小学部グラウンドにて、山口知事、佐大学長、

宮本准教授、県庁政策部、市役所、報道各社がそろう中、准教授からの知事への説明、囲

み取材が行われました。説明を受けた知事曰く「画期的なシステム。期待が膨らむ。」とのことです。10月から試験的に運用

されます。当日は私と副校長が取材を見守りました。知事は松梅のこともよくご存じでした。 

 

秋の音が近づいています。 
昼休みに小学部の女子児童が数名でコオロギを探して捕まえようとしていました。朝夕はめっきり涼しくなり、冷房もいら

ない日があります。しかし、昼間はまだまだ暑く、セミの鳴き声も騒がしいのですが、朝夕は少しずつ秋の訪れを実感してい

ます。今から松梅の秋の紅葉や虫の音が楽しみです。もちろん秋の味覚もです。松梅の秋のおすすめは何ですか？ 

中学部の団長、副団長、小学部の団長から直筆メッセージをもらいました。（下部）特に中学部は夏休みから応援の練習や実行委員、係、パネル制作など懸命に取り組ん

でいました。自分たちの力で計画立案し、失敗を繰り返しながらも実行に移し、形にしていくことを学び、また一歩たくましくなったと思います。解団式での中学部 3 年生

から後輩たちへの感謝の言葉と「来年は 2年生に託す。」という熱いメッセージに対して、涙している中学部 2年生もいました。 

バトンはしっかり渡されました。下級生がきっとこの松梅の伝統を受け継いでくれることでしょう。 

山口知事と宮本准教授 


